
えりも町立えりも小学校 1日防災学校実施報告 

 

● えりも小学校のコンセプト 

「自らの的確な判断のもとで、防災・減災行動を取ることができる自立性と自然災害に対して、想

定される災害イメージを持ち、具体的な対策を考えることができる情報活用力・創造性」を育む。 

● 時間割 

1時限 シェイクアウト訓練・防災ウルトラクイズ（全校集会） 

 2時限 防災車両体験 (１～２年生：生活、３～６年生：社会) 

3時限 北海 Do防災かるた（１年生：国語）、新聞紙スリッパ (２年生：図工) 

避難所運営体験（３～４年生：総合的な学習の時間） 

災害食づくり（５年生：家庭）、生命尊重（６年生：道徳） 

4時限 新聞紙スリッパ (１年生：図工)、北海Do防災かるた（２年生：国語）、 

避難所運営体験（３～４年生：総合的な学習の時間） 

生命尊重（５年生：道徳）、災害食づくり（６年生：家庭） 

〔連携・協力〕北海道開発局、陸上自衛隊、北海道警察 

日本赤十字北海道看護大学 教授 根本 昌宏 

北海道地域防災マスター えりも町社会福祉協議会 

 

①防災車両展示（陸上自衛隊） 

 

 

 

 

 

 

②防災車両展示（道警） ③防災車両展示（北海道開発局） 

④北海 Do防災かるた ⑤新聞紙スリッパ 

 

 

 

 

 

 

⑥避難所運営体験 

⑦ 災害食づくり   

 



えりも町立えりも小学校

１．実施日

２．スケジュール

　　　　　  学年

  校時
1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

1

体育館

8:25-9:20

2

9:30-10:00

中休み

10:00-10:15

3 国語 図工 家庭科
家庭科室

道徳

10:20-11:05 Do防災かるた 新聞紙スリッパ ハイゼックス 生命尊重

4 図工 国語 道徳 家庭科
家庭科室

11:10-11:55 新聞紙スリッパ Do防災かるた 生命尊重 ハイゼックス

１ シェイクアウト避難（地震）

２ 全校集会　①校長先生のお話

　 　　　　　②講話(防災ウルトラクイズ）：地域防災マスター

１日防災地域学校

社会
グラウンド

生活
グラウンド

総合
体育館

避難所運営（根本教授）

平成30年5月24日（木）

防災車両見学

総合
体育館

避難所運営（根本教授）

防災車両体験（開発局：照明車、陸上自衛隊：給水車、道警：高性能救助車）



 
行事：「シェイクアウト・防災ウルトラクイズ」 

日 時 平成３０年５月２４日（木）  
１校時（８：２５～９：２０） 

児 童 全学年 計１６２名      
１ 本時の目標   ・地震発生時の避難方法を知るとともに、迅速な避難を行う。（自律・協働）   ・災害に対する知識とともに、大切な備えについてクイズを通して学ぶ。（自律・情報活用力）   ・目標避難完了時間 ４分以内（避難開始放送から点呼完了まで） 
２ 本時の展開（１／１） 
時 間 内 容 活  動 授 業 者 児 童 
８：２５  非常ベル 

（サイレン） ・放送（教頭） 
「地震の避難訓練です。ただ今、

地震が発生しました。落下物から

身を守るために机の下に隠れて

ください。」 ・放送後、机の下に

隠れることを指

示する。 
・戸や窓を開け、避

難経路を確保。 
・電気は消す。 ・指示を聞き、机下

等で待機する 
８：２６ 避難開始 

（体育館） ・放送（教頭） 
「揺れが収まりました。先生の指

示に従い、所定の場所に避難を開

始してください。落ち着いて行動

しましょう。」 ・児童を整列させ

る。 ・避難（廊下は走ら

せないこと） 
８：２７ 避 難 ・整列順の指示 

※下記会場図を事前に児童に指

導すること ・体育館ステージ前

に集合する。 ・体育館に入った順

番に整列する（時

間をかけない） 
８：２９ 
（～４分） 報 告 ・各学級の報告を受け、校長に連

絡する。（教頭） ・児童数を確認し、

教頭に報告 ・静かに整列、待機 
・高学年の点呼は代

表委員に行わせる 
８：３０ 
（３０秒） 防災コマーシャルの放送 司会：アナウンスなしで、ステー

ジスクリーンに防災ＣＭを流す  担当：横山・高間 ＣＭを観る 
８：３１ 開式の言葉 司会：「皆さん静かに立ってくだ

さい。姿勢を正しましょう」 
「開式の言葉」 
教頭：「ただいまより、えりも小

学校 １日防災地域学校 全校
集会を始めます。」 司会：ステージ下   

教頭：ステージ下  ・児童起立    
８：３２ 
（５分） 校長講話（移動

も含めて５分） 司会：「校長先生のお話」「校長先生お願いします。」 
校長：児童着席後 講話 校長：壇上（演題使

用）  ・防災地域学校につ

いての理解を深

める 
８：３７ 
（３５分） 防災ウルトラクイズ 司会：「続いて、クイズをしなが

ら、防災について、もっと勉強を

・防災マスターの指

示より児童の支援

・防災クイズに、○

×で参加し、防災

全校朝会のときと同じように、廊下に

２列で整列させる。 



 
～９：１５ したいとおもいます。」「特別講師

をお招きしていますので、校長先

生よりご紹介いただきます。」 
校長「本日の講師をご紹介いたし

ます。講師は、地域防災マスター

の○○さんです。」「○○さん、よ

ろしくお願いいたします。」 を行う 
※ＰＪの補助を横

山・高間が行う 
※音響関係は、外

山・高橋（美）が行

う の意識を高める 
９：１５ 
（３分） 児童代表謝辞

（移動も含めて

３分） 司会：「児童を代表して、児童会

長が、講師へお礼を申し述べま

す。児童の皆さんは、静かにその

場に立ってください。児童会長：

本間わかなさん。」  ・司会の合図で全校

児童起立 
・ステージ下で、児

童会長がお礼を

のべる 
９：１８ 閉式の言葉 来賓が着席したら 

司会：「閉式の言葉」 
教頭：「以上を持ちまして、１日

防災地域学校 全校集会を終わ
ります。」 司会：ステージ下   

教頭：ステージ下  児童起立のまま 
９：２０ 児童退場       



 
生活科（１・２年）社会科（４～６年）：「防災車両の展示・体験」 

日 時 平成３０年５月２４日（木）  
２校時（９：３０～１０：１５） 

児 童 全学年 計１６２名      
１ 本時の目標   ・防災からくらしを守るために様々な防災車両があることを知り、実際に触れることで、使用の

仕方や理解を深めさせる。（情報活用力・自律性） 
２ 本時の展開（１／１） 
時 間 内 容 活   動 授 業 者 児 童  移動 教室で、流れを説明し、トイレを

済まさせて会場に移動する ・流れを説明し、ト

イレを済まさせて

移動させる ・流れを理解する 
９：３０ 
（１０分） 車両体験① 給水車（１・２年） 

高性能救助車（３・４年） 
照明車（５・６年） ・担当者の説明を聞

かせる 
（進め方は、担当教

諭で分担して進

める） ・会場へ移動する 
・説明を聞く 

９：４０ 
（１０分） 車両体験② 給水車（５・６年） 

高性能救助車（１・２年） 
照明車（３・４年） ・担当者の説明を聞

かせる 
（進め方は、担当教

諭で分担して進

める） ・会場へ移動する 
・説明を聞く 

９：５０ 
（１０分） 車両体験③ 給水車（３・４年） 

高性能救助車（５・６年） 
照明車（１・２年） ・担当者の説明を聞

かせる 
（進め方は、担当教

諭で分担して進

める） ・会場へ移動する 
・説明を聞く 

１０：００ 
中休み 
（１５分） 自由参観 興味のある車両を参観させる ・児童の安全に配慮

しながら参観さ

せる ・興味のある車両を

参観する  
３ 注意事項 
・担当教諭が中心となって、それぞれのコーナーで終了した際に、ブロックを代表して１名の児童から簡単な感想を述

べさせる。 
・各コーナーが終了した際に、全員で担当者にお礼の言葉を述べさせる。 
雨天時の対応 
・雨天時も車両体験は実施します。児童には、事前に雨天でも参観できるように雨具の準備をするように指導してくだ

さい。 
４ 会場図＆ローテーション 



 
時  間 低ブロック 中ブロック 高ブロック 

９：３０～ ９：４０ 給水車 高性能救助車 照明車 
９：４０～ ９：５０ 高性能救助車 照明車 給水車 
９：５０～１０：００ 照明車 給水車 高性能救助車                                                     体 育 館 

給水車 照
明
車   

校  舎 入口 入口 
高性能救助車    



     第１・２学年 国語科学習指導案（略案） 

日 時 平成 30年５月 24日（木）３校時（１年生）・４校時（２年生） 

                 児 童 えりも小学校１年生 児童 25名 ・ ２年生 児童 28名     

                        指導者 戸塚 明宏（１年） 瀨川 寛予（２年） 松明 由希（ひまわり１） 

外山 稚子（担外） 山田 苗恵（学校支援員） 

 

１ 単 元  名  「北海 DO 防災カルタ」 

 

２ 本時の目標  防災カルタを楽しみながら、防災の知識に関心をもつことができる。（探求力・協働性・自律性） 

 

３ 本校の育成する資質・能力との関係性 

  本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で探求力の育成を図る。 

主体的な学び：防災カルタに関心をもち、進んで読み札の内容を聞いて取り札を取っている。     

〈興味・関心をもっている〉 

対話的な学び：友達と協働しながら、カルタ取りに取り組んでいる。 

〈共に課題を解決している〉 

    深い学び：防災カルタから新しく得た知識を振り返っている。 

〈知識を習得・活用している〉 

 

４ 展 開  

 学習活動 教師の支援と留意点 評価 

つ
か
む
１
０
分 

・えりも町の写真を見て、身近にある豊かな自然やそ

の風景を想起する。 

 海、昆布、えりも岬、百人浜等 

・東日本大震災の写真を見て、自然は災害を引き起こ

す側面があることを知り、感想を発表する。 

 津波、津波後の市街地、避難所での生活等 

 

災害からの自分の守り方を知ろう。 

・北海 DO防災カルタの紹介 

・「えりもの写真です。知って

いるものはありますか。」 

 

・「東日本大震災の写真を見て

どう思いましたか。」 

※２年生は、上記の内容に簡単

に触れ、前時の振り返りを中

心に行う。 

・「災害カルタを使って、自分

たちを守るための学習をし

ます。」 

 

考
え
る
２
５
分 

・グループごとに、北海 DO 防災カルタに取り組む。 
【主】【対】 

 ※生活班を基本に６グループ編成する。 

 ※読み札は担任が読み、札取りは一斉に行う。 

 ※絵札を取ったあと、解説を行う。 

 ※解説終了後、次の読み札を読む。 

 ※時間まで上記を繰り返す。 

・「先生が読んだものに合った

絵札をとりましょう。」 

・「札の説明をしてから、次を

読みます。」 

※「読む→取る→解説」の繰り

返しで実施すること、切り替

えや聞く姿勢について確認

する。 

※勝敗のみが目的にならない

よう留意する。 

 

評 読み札の

解説を聞き

ながら、進

んで防災カ

ルタ取りに

取り組んで

いる。 

ま
と
め 

１
０
分 

・北海 DO防災カルタを通して新しく知ったことを振

り返る。【深】 

 ※１年生…発表のみ 

 ※２年生…ワークシートの記入と発表 

・「防災カルタをやったことで、

初めて知ったことや、忘れず

に覚えておきたいことは何

ですか。」 

評 防災カル

タから新し

く得た知識

を振り返っ

ている。 

 



     
第１・２学年 図画工作科学習指導案（略案） 

日 時 平成 30年５月 24日（木）３校時（２年生）・４校時（１年生） 

                   児 童 えりも小学校１年生 児童 25名 ・ ２年生 児童 28名 

                          指導者 戸塚 明宏（１年） 瀨川 寛予（２年） 松明 由希（ひまわり１） 

                       高間 秀生（担外） 山田 苗恵（学校支援員） 

１ 単 元  名  「新聞紙スリッパづくり」 

 

２ 本時の目標  新聞紙の特徴を生かし、スリッパづくりを行うことができる。（探求力・協働性・自律性） 

 

３ 本校の育成する資質・能力との関係性 

  本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で探求力の育成を図る。 

主体的な学び：新聞紙スリッパに関心をもち、進んで新聞紙スリッパ作りを行っている。     

〈興味・関心をもっている〉 

対話的な学び：友達と協働しながら、新聞紙スリッパ作りに取り組んでいる。 

〈共に課題を解決している〉 

    深い学び：新聞紙スリッパ作りを通して、新しく得た知識を振り返っている。 

〈知識を習得・活用している〉 

４ 展 開  

 学習活動 教師の支援と留意点 評価 

つ
か
む
８
分 

① 自然のすばらしさと、自然のおそろしさ

（「自然災害」）について知る。 

   →足をけがさせてしまうかもしれないこ

とに気づく。 

 

 

 

 

② 課題をとらえる。 

 

 

 

③ 学習の流れを確認する。 

・新聞紙スリッパの作り方を知る。 

・班隊形になる。 

・実際に作ってみる。 

・振り返りをする。 

・自然豊かな写真と、災害時の写真を掲示

し、自然災害の話につなげていく。 

・ＩＣＴを活用する。 

「自然はすばらしいけど、別の顔もあるん

だよ。」 

「家の中にいる時に、大きな地震が起こっ

た時、どうしますか？」 

「その時、足元はどうなっていますか？」 

 

※１年生は、上記の内容に簡単に触れ、前

時の振り返りを中心に行う。 

 

 

 

・見通しを掲示し、伝える。 

 

考
え
る
３
０
分 

④ 新聞紙スリッパを作る。【主】 

・班隊形になる。 

・パワーポイントに示されている作り方を基に、

作っていく。 

・わからないところは、班の中で教え合いなが

ら作業を進めていく。【対】 

 

⑤ ④で作った新聞紙スリッパをより頑丈にす

る作り方を知る。 

※時間が余っていたら、応用編（より頑丈にす

る作業）を実際に行う。 

※時間が余っていなかったら、実際には作らず、

より頑丈にする方法もあることを伝える。 

⑥ 自分の作ったスリッパを履いてみる。 

「実際に作ってみましょう。」 

・パワーポイントを使用する。 

・教師も一緒に作りながら進めていく。 

・机間指導し、作業が難しく支援が必要な

児童には、サポートをする。 

「できあがったら、班の友達と自分が作っ

た新聞紙スリッパを見せ合いましょう。」 

・児童の実態や時間を見ながら、頑丈にす

る方法を実際にやるのか、伝えるだけに

するのかを判断する。 

 

・パワーポイントを使用する。 

 

 

評 新聞紙スリ

ッパに関心をも

ち、進んで新聞

紙スリッパ作り

に取り組んでい

る。 

ま
と
め 

７
分 

⑦ 課題を振り返り、学習をまとめる。 

 

 

 

⑧ 振り返りをする。【深】 

・本時の学習でわかったことや初めて知ったこ

となど、感想を発表する。 

 

「身近なものを使って、身を守ることが大

切だね。」 

 

・今日学習したことの感想を聞く。 

評 新聞紙スリ

ッパ作りを通し

て、新しく得た知

識を振り返って

いる。 

 

しぜんさいがいにそなえて、しんぶんし

スリッパを作ろう。 

身近な新聞紙を使って、身を守るための

スリッパを作ることができる。 



                                                 

第３・４学年 総合的な学習の時間 指導案（略案） 

                              日 時 平成３０年５月２４日（木）３校時 

                                児 童 えりも小学校３・４年生 児童５１名 

                            講  師  根本 昌宏（日本赤十字北海道看護大学 教授） 

指導者 吉田 大地(３年) 立松 敏樹(４年) 

                                櫨山 一朗（担外）髙橋 美加（担外） 

                                髙橋 友里恵（学校支援員） 

１ 単  元  名   「避難所運営について」 

２ 本時の目標  被災時に身の回りにあるもので、より快適かつ安全に眠る方法を知ることができる。 

         (情報活用力・協働性・自律性) 

３ 本校の育成する資質・能力との関係性 

  本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で情報活用力の育成を図る。 

主体的な学び：災害を想定し、自分ができることを考え、行動することができる。 

<見通しをもって活動している><振り返って自覚している> 

対話的な学び：災害時の課題を解決にむけて、協働しようとする姿勢をもつ。 

<共に課題を解決している> 

    深い学び：習得した知識を活用し、自分で行動することができる。  

<知識を習得・活用している> 

 

４ 展 開 (１/２) 

 学習活動 教師の支援と留意点 評価 

つ
か
む
１
０
分 

・地震や台風などの災害が起きたとき、どんなことが

起きるか考える。【主】 

 停電 断水 家屋の倒壊 家族と離れてしまう等 

・災害時は、どこに避難すれば良いかを知る。 

 ※ハザード・マップを提示し、避難場所を確認 

・避難所の生活についてイメージを持つ。 

・避難所の映像を見る。(根本教授準備) 

 

避難所での眠り方について考えてみよう。 

  

 

【担 任】 

・「災害が起きたときに何が起

きると思いますか。」 

・「地震や台風などの災害がお

きて、住む場所が壊れてしま

ったらどうしますか。」 

・「寝るときはどうするの？」 

・「お風呂はどうするの？」 

・「食事はどうするの？」 

・「…」 

○講師の紹介 

・「避難所の生活について、教

えてくれる講師の先生をご

紹介します。」 

 

考
え
る
２
０
分 

①避難所では、どのように寝るのかイメージを持つ。 

 ・床に寝る 

 ・毛布で寝る など 

 ⇒実際に床で寝る（ブルーシート） 

 

②より快適に過ごすためにはどのようなことができ

るか考える。【主】 

 ⇒毛布を敷いて、寝てみる 

 

  

・「避難所ではどのように寝る

のかな？」 

・体育館の床に毛布一枚で寝

た感想を聞く。 

 

・「より快適に寝るためには、

どんなことができるか考え

てみよう。」 

 

評実体験を通

じて、より

快適に寝る

方法につい

て、考えを

だすことが

できる。 

ま
と
め 

１
５
分 

③段ボールベッドの設営体験をする。【対】【深】 

 ・段ボールベッドの設営 

※６～７人のグループを作る 

 ３年 ４グループ ４年 ４グループ  

 体育館に８つのベッドを作る。 

 

 

・「みんなで協力しながら、段

ボールベッドを組み立てて

みよう。」 

 

評協働して、

作業に取り

組むことが

できる。 

   留意事項 

   ※暗幕を使用する。照明はつけない。 

   ※児童のワークシートを準備し、気づいたこと、わかったことをメモできるようにさせる。 



         
第３・４学年 総合的な学習の時間 指導案（略案） 

                              日 時 平成３０年５月２４日（木）４校時 

                                児 童 えりも小学校３・４年生 児童５１名 

講  師  根本 昌宏（日本赤十字北海道看護大学 教授） 

                                        指導者 吉田 大地(３年) 立松 敏樹(４年) 

                                 櫨山 一朗（担外）髙橋 美加（担外） 

                                 髙橋 友里恵（学校支援員） 

１ 単  元  名   「避難所運営について」 

２  本時の目標  被災時に身の回りにあるもので、けがに対応する方法を知ることができる。 

         (情報活用力・協働性・自律性) 

３ 本校の育成する資質・能力との関係性 

本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で協働性の育成を図る。 

主体的な学び：災害を想定し、自分ができることを考え、行動することができる。 

<見通しをもって活動している><振り返って自覚している> 

対話的な学び：災害時の課題を解決にむけて、協働しようとする姿勢をもつ。 

<共に課題を解決している> 

    深い学び：習得した知識を活用し、自分で行動することができる。  

<知識を習得・活用している> 

 

４ 展 開 (２/２) 

 学習活動 教師の支援と留意点 評価 

つ
か
む
１
０
分 

 

・避難所で、いちばん手助けが必要なのはどのような

人かを考える。 

 

 

  

 

【担任】 

・「避難所で、手助けが必要な

人とはどのような人たちだ

と思いますか」 

「小さな子ども」 

「お年寄り」 

「けがをしている人」など 

 

考
え
る
２
０
分 

・けがをしている人たちは、どんなことに困っている

のかイメージしてみる。【主】 

  車いすを使用しなければならないとき 

  目をけがしてしまい良く見えないとき 

・グループごとに疑似体験する 

 ※３年・４年混合の４グループを編成する。 

 ※車いす(４～５台)・アイマスク(５セット)・シー

ネ(８セット)を使ってみる。 

 ※班の代表に取り組ませて、周りで様子を観察す

るなど、タイムマネジメントに留意する。 

・体験したことで、気づいたことをグループごとに話

し合う。【対】 

【講師】 

・「けがをしている人たちは、

どんなことに困っているの

でしょう。」 

 

・「実際に体験してみましょ

う」 

 

 

 

 

・「気づいたことを話し合いま

しょう」 

 

ま
と
め 

１
５
分 

・けがをしている人には、どのような手助けができる

か考える。【深】 

 ①個人の意見をまとめる 

 ②グループで話し合う 

 ③発表と交流 

 

 

・振り返りと感謝の言葉 

・「けがをしている人に、どの

ような手助けができるか考

えてみよう。」 

 

 

 

 

・振り返りと感謝の言葉 

 

評避難所で助

けを必要と

している人

たちに、ど

のような手

助けができ

るかを考え

られる。 

  留意事項 

  ※疑似体験は介助の意味合いに重点を置く。 

  ※車いすを押しながら、コーンを障害物に見立てて移動の困難さを体験させる。 

  ※アイマスクをつけた状態で段ボールベッドに寝てみる。 

  ※足にシーネをつけて床から立ち上がるときの困難さを体験させる。 

ケガをしている人たちに、どのような手助

けができるか考えよう。 



     
第５学年 道徳科学習指導案（略案） 

                            日 時 平成３０年５月２４日（木）４校時 

                              児 童 えりも小学校５年生 児童２９名 

                                      指導者 前川 由季(５年) 本間 涼華(ひまわり２) 

 

１ 主 題 名   「尊い命 Ｄ－（１９） 生命の尊さ」 

【資料名：稲むらの火 （出典：教育出版 こころつないで６）】 

 

２ 本時の目標  生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを理解し、生命を尊重

する心情を育む。(自律性) 

 

３ 本校の育成する資質・能力との関係性 

  本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で自律性の育成を図る。 

主体的な学び： 自分の経験をもとに、登場人物に寄り添って気持ちを考えることができる。 

〈自分と結び付けて考えている〉 

対話的な学び： 個々で考えたことを、ペアで交流することができる。 

〈多様な考えを交流している〉 

    深い学び： 学習したことをもとに、自分にできることを考えることができる。 

〈思考し、解決に向かっている〉 

 

４ 展 開  

 学習活動 教師の支援と留意点 評価 

つ
か
む
５
分 

①東日本大震災の映像を見て感じたことを発表す

る。 

 

・大津波の映像を見せ、被害

の大きさと恐ろしさを感じ

られるようにする。 

 

考
え
る
３
０
分 

②資料『稲むらの火』を読み、話し合う。 

〇地震が来た時の五兵衛の心情を考える。【主】 

T:地震が来た時、五兵衛はどのように思ったでしょ

う。 

S:今までと違って怖い。 津波が来るかもしれな

い。 逃げなきゃ！ 

〇稲むらに火をつける時の五兵衛の気持ちを考え

る。【主】 

T:大事な稲むらに火をつけなければいけない時、ど

のようなことを考えたでしょう。 

S:稲むらより、人の命が大切だから仕方がない。 

 稲むらがなくなったら困っちゃうかもしれない。 

◎避難してきた村人たちへの五兵衛の思いを考え

る。【主】【対】 

T:避難してきた人たちを見て、五兵衛はどのような

ことを考えたでしょう。 

S:みんなの命が助かって良かった。 

 稲むらはなくなったけど、命を助けられてよかっ

た。 

 

③自分自身について考える。 

〇自分の命を守っていくために大切なことを考え

る。【深】 

 

・これまでとは違う揺れに対

する、不安な気持ちに共感

できるようにする。 

 

 

・稲むらの重要性について捕

捉し、燃やしてしまうこと

に対する葛藤も捉えられる

ようにする。 

 

 

・多くの命が助かった喜びに

ついて考えられるようにす

る。一方で稲むらが燃えて

しまったことで、今後の生

活が大変になることに気付

かせ、生命はかけがえのな

いものであることに気付か

せるようにする。 

・避難訓練を想起させ、自分

に何ができるかを考えられ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評五兵衛の行動か

ら命のかけがえ

のなさに気付い

ている。＜ノー

ト・発言＞ 

 

 

 

評自分の命を守っ

ていくために大

切なことを考え

ている。＜ノー

ト・発言＞ 

ま
と
め 

１
０
分 

④私たちの道徳『命てんでんこ』を読む。 

 

 

 

⑤振り返りを書く。 

・自分たちに何ができるか、

どのように命をつなげてい

くことができるか考えなが

ら聞けるようにする。 

 

 



     第６学年 道徳科学習指導案（略案）                               日 時 平成３０年５月２４日（木）３校時                                 児 童 えりも小学校６年生 児童２９名                                         指導者 粕谷 知希  
１ 主 題  名   「命をいとおしんで Ｄ－（１９）生命の尊さ」 

【資料名：その思いを受けついで／命てんでんこ（出典：私たちの道徳）】  
２ 本時のねらい 死の重さや生きることの尊さなどを感じ、防災への意識や自他の生命を尊重する態度を育てる。 

（情報活用力・自律性）  
３ 本校の育成する資質・能力との関係性   本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で情報活用力及び自律性の育成を図る。 
主体的な学び： 東日本大震災について、自身の知っていることを周囲と交流することができる。 

〈見通しをもって活動している〉 
対話的な学び： 田老第一中学校の校歌の歌詞が表す意味について、周囲と考察することができる。 

〈共に課題を解決している〉     深い学び： えりも町に起こった震災の被害を、後世の人々にどのように伝えるか考えることができる。 
〈知識を習得・活用している〉  

４ 展 開   学習活動 教師の支援と留意点 評価 
つ
か
む
１
０
分 ① 東日本大震災についての事実を確認する。 

○東日本大震災について自身が知っていること、抱

いているイメージを交流する。【主】 
Ｔ：みなさんは、「東日本大震災」について、ど

のようなことを知っていますか。   Ｓ：２０１１年３月１１日に起きた。   Ｓ：まだ授業をやっている時間帯だった。   Ｔ：震災が起きたことについて、どのように感じ
ていますか。   Ｓ：怖いと思った。   Ｓ：いつ起きるか分からないから、備えをするこ
とが大切だと思った。 ・学習準備が整っているか確認

をする。 
・掲示物（写真）を活用し、短

時間で震災について全体で

確認しておきたいことを押

さえさせるようにする。   
考
え
る
２
５
分 ②資料『命てんでんこ』を読み、先人たちの願いにつ

いて話し合う。  ○田老町の位置を地図上から読み取る。   Ｔ：田老町は岩手県のどのあたりにありますか。   Ｓ：津波の被害の大きかったところだ。   Ｓ：震災の前までも、被害を受けていたのではな
いだろうか。  ○校歌の３番の歌詞について、どのような意味があ

るのか考える。【対】   Ｔ：校歌に込められた思いは何でしょうか。   Ｓ：「災害に負けず何度でも立ち上がれ」かな。 ・地図を用意し、田老町の位置情報と、震災当時の被害状況

について押さえさせるよう

にする。 
・過去にも津波による被害を乗

り越えてきたことを確認さ

せる。 
・校歌の歌詞に関しては、掲示

物を用意する。  
ま
と
め 
１
０
分 ③震災発生当時のえりも町の被害状況について、自分

ならどのようなことを後世の人々に残すか考える。  ○えりも町が冠水したときの写真を見て、どのよう
なメッセージを後世の人々に残すか考える。【深】   Ｔ：沢町に水が押し寄せたときの写真です。死傷
者は出ませんでしたが、道路が陥没してしま

いました。   Ｓ：海が近いから、地震が起きたときはすぐに山
に避難することを伝えたいな。 

④本時の振り返りをする。 ・えりも町の被害状況が分かる

写真資料を用意する。 評死の重さや

生きること

の尊さなど

を感じ、防

災への意識

や自他の生

命を尊重し

ようとして

いる。 
＜ノート＞  



第５・６学年 家庭科学習指導案（略案） 

日 時 平成３０年５月２４日（木）３校時（６年生）・４校時(５年生） 

児 童 えりも小学校５年生 児童２９名・６年生 児童２９名    

 指導者 田邉こずえ（栄養教諭）前川由季（５年）粕谷知希（６年） 

 

１ 単元名    「災害食を作ろう」 

２ 本時の目標  被災時に身近にある材料で、災害食を作り食事の大切さを知ることができる。          （情報活用力・協働性） 

３ 本校の育成する資質・能力との関連性 

  本単元では、次の３点を目指す児童の姿とし、この中で情報活用力の育成を図る。 

  主体的な学び：災害を想定し、自分ができることを考え、災害食作りをすることができる。 

                                ＜見通しをもって活動している＞ 

  対話的な学び：災害時の食の課題解決にむけて、協働しようとする姿勢をもつ。 

                                  ＜共に課題を解決している＞ 

  深い学び：習得した災害食の知識を活用し、災害食作りをすることができる。 

                                 ＜知識を習得・活用している＞ 

４ 展開 

 学習活動          教師の支援と留意点  評価 

つ
か
む
５
分 

 

・地震や台風などの災害が起きた時、何が

必要か考える。【主】 

 食べ物 水 電池 暖をとるもの等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の発言から、食べ物に着目さ

せる。 

・電気や水道が止まりいつものよう

にご飯を作ることができない時、 

食事はどうなるのか？ 

 「米」「うどん」「カップ麺」 

 「缶詰」「お菓子」 

「避難所で用意されている」 

・災害食はどんなものがあるのか。 

 
評災害がお

こったら普

段通りの生

活ができな

くなり、食事

も作れなく

なることに

気付く。 

 
考
え
る
３
５
分 

 

・作り方の説明を聞く。 

 身支度 手洗い 

 材料、用具の準備 

・手順に従って、調理する。【深】【対】 

・安全と衛生に注意する。 

 

・煮ている間、ハイゼックスを使った災害

食のレシピの説明をきく。 

 

 

 

・試食  
・机上を整えて試食する。 

・片付け 

・調理の手順を説明する。 

・「ハイゼックス」の使い方につい

て説明（動画を見せる） 

・事前に袋に粉類を入れておき 

 甘納豆・チョコ・水は自分で入れ

て混ぜるようにする。 

・安全面（ガスコンロの扱い方）に

気を付けるよう助言しながら、指

導する。 

・レシピ用意 

・出来上がりは熱いので火傷に注 

意するよう補助する。 

 

 

 

  
評災害食に

ついて理解

し作ること

ができる。 

ま
と
め
５
分 

 

・出来具合を振り返り、感想発表 ・振り返り、味や作り方についての

感想 

 

 

災害食を知り、作ってみよう。 



 


